
地域計画策定に係る協議の場から
○令和５年度に岩⼿地区をモデルに協議
の場を開催し、幅広い参加者から様々な
意⾒が出された。
○令和６年度は残る５地区で協議の場を
開催し、各地区の課題が出揃った。
○全ての協議の場に出席した会⻑は、
地域における課題を農業委員の⽴場から
「もっと議論して、農業委員として出来
ること」「地域が出来ること」があると、
全委員に取り組むべき地域の課題を整理
し、委員会で集約するよう依頼。

垂井町

①取組開始前の状況や課題
課題の整理（令和６年１２⽉）
○委員が意⾒をまとめやすい様式作成

項⽬・課題
・考えられる原因
・課題に対し最終的にどうしたいか

どうなったら良いか（理想）
・解決するためにすべきこと
・個⼈として
・地域として
・農業委員として
・町がやるべきこと

意⾒の発表・共有（令和７年１⽉）
○総会後、各委員が整理した課題・意⾒
を発表し、話し合った（約２時間）
主な意⾒（課題解決）
・企業誘致による法⼈の参⼊及び農業従事者

の雇⽤創成
・営農組合の合併、JAや⾃治体主導の営農検討
・畑作を担う耕作者の育成・⽀援
・使われていない畑を貸出す仕組み作り
・耕作しやすい農地への圃場整備（⼤きい⽔⽥

パイプ給⽔化等）畔草管理のしやすい畦作り
・草刈りや泥上等の地域への協⼒意識の造成
・農業機械の共同利⽤等の仕組み作り

②取組内容

課題の整理・分析
○話合った内容を事務局でとりまとめ、

⼤きな課題５分類に整理した。

①農業従事者の⾼齢化、後継者、担い
⼿不⾜（若年層の就農者不⾜）、地
域農業の持続可能性

②畑の遊休農地化及び農地の有効利⽤、
維持管理の負担軽減

③所有農地の管理責任に対する意識の
希薄化

④農業機械の購⼊・修繕費⽤
⑤農業経営の収益性の向上

今後の⽅針
○これらの課題を更に深掘りをすすめ、
解決するためにすべきことを、具体的な
アクションとして議論。
○農業委員としてやるべきことを、実践
していく。

③今後の展開と⽅向性

「農業における課題の整理」

【地域の概要】
○ 管内の農地⾯積は1,000haあり、889haを⽔⽥が占めています
○ ⽔⽥を中⼼に、担い⼿（認定農業者29 基本構想⽔準到達2 認定新規就農者1 集落営農１）の集積が進み、集積⾯積は680.5ha、

集積率は68.1%である（市街化区域を除くと74.5% 農振農⽤地に限ると80.9%）
○ 町内の６地区で地域計画を策定し（R7.3）、⽬標地図に沿って集約を進めていく。
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令和６年度

⼩グループごとで協議（協議の場）



農業における課題の整理（とりまとめ結果）


